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▲

町の魅力や最新のお知らせ
をいち早く発信しています



令和６年度　予算　「前期計画の総仕上げ！そして新時代へ－」

一般会計当初予算

歳入内訳

歳入の特徴

63億2,940万円
　令和６年度の当初予算は、予算総額は63億2,940万円となりました。前年度に比べると２億3,680万
円（3.9％）の増となりました。

　予算特別号については、令和６年度予算の概要、総合計画に掲げる６つの方針に基づく重点プロジェ
クトおよび主要事業を掲載しています。

【自主財源】
　歳入の約35％を占める自主財源は22億507万円で、前年度比１億3,448万円の増額を見込みました。その
主な要因は、定額減税により町民税が減収となった一方、返礼品の町産桃が好評を博していることから、ふ
るさと納税寄附金の増額を見込んでいます（内訳はグラフのとおり）。

【依存財源】
　歳入の約65％を占める依存財源は41億2,433万円で、前年度比１億231万円の増額を見込みました。主な要
因は、新型コロナウイルスワクチン接種が令和６年度から定期接種として実施されることから関連する国庫支
出金が皆減となる一方、町道修繕工事などに係る町債の借入や、地方特例交付金の増額を見込んでいます（内
訳はグラフのとおり）。

歳入
63億
2,940万円国庫支出金

5億1,516万円
8.1％（449万円）

県支出金
6億2,609万円
9.9％（▲4,248万円）

町債
1億6,270万円
2.6％（7,600万円）

地方譲与税
6,667万円
1.1％（▲442万円）

諸収入ほか
3億8,182万円
6.0％（1億1,447万円）

※％は総額に占める構成比
（　）は対前年度増減額を表示

自主財源　22億507万円（1億3,448万円）

依存財源　41億2,433万円（1億231万円）

繰入金
3億6,958万円
5.8％（4,196万円）

分担金及び負担金
3,883万円
0.6％（45万円）

使用料及び手数料
6,392万円
1.0％（92万円）

地方消費税交付金ほか各交付金
3億9,811万円
6.3％（6,536万円）

繰越金
5,000万円
0.8％（±0万円）

町税
13億92万円
20.6％
（▲2,332万円）

地方交付税
23億5,560万円
37.2％
（336万円）
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【目的別歳出】
　目的別にみた歳出の内訳については、上段左のグラフのとおりです。民生費、教育費、総務費の順に多く
なっており、民生費では「児童手当支給や学童施設運営などの児童福祉事業」・「障がい者支援事業」・「高齢
者福祉事業」、教育費では「認定こども園施設整備費補助事業」・「給食費保護者負担軽減事業」、総務費では
「ふるさと納税推進事業」・「地方公共団体情報システム標準化対応事業」へ多くの予算を配分しています。
【性質別歳出】
　性質別にみた歳出の内訳については、上段右のグラフのとおりです。公共下水道事業特別会計から公営企業
会計へ移行したことに伴い、繰出金が減額となり、補助費等が増額となっています。物件費については、地方
公共団体情報システム標準化対応事業などにより委託料が増額となり、普通建設事業費については道路維持管
理事業により増額となっています。また、会計年度任用職員への勤勉手当の支給により人件費が増額となる一
方で、公債費については、既地方債の完済や令和４年度町債の借入額が圧縮されたことで減額となっています。

歳出の特徴

目的別歳出内訳 性質別歳出内訳
義務的経費� 25億286万円　

（1,368万円）

その他経費� 31億8,395万円　
（1億4,694万円）

投資的経費� 6億4,259万円　
（7,618万円）

人件費	 15億244万円	（6,764万円）
公債費	 4億4,493万円	（▲5,134万円）
扶助費	 5億5,549万円	（▲262万円）

物件費	 12億6,321万円	 （7,805万円）
補助費等	8億2,924万円	（1億5,532万円）
維持補修費	2億1,263万円	（2,652万円）
繰出金	 5億7,886万円	（▲1億5,840万円）
その他	 3億1万円	 （4,545万円）

普通建設事業費
� 6億4,259万円（7,647万円）　
災害復旧事業費
� 0万円（▲29万円）　

歳出
63億
2,940万円土木費

5億5,393万円
8.8％（▲413万円）

衛生費
5億9,156万円
9.3％（▲3,714万円）

公債費
4億4,174万円
7.0％（▲5,284万円）

農林水産業費
3億6,851万円
5.8％（1,548万円）

消防費
3億2,386万円
5.1％（1,078万円）

商工費
6,422万円
1.0％（297万円）

議会費
8,199万円
1.3％（338万円）

民生費
14億2,367万円
22.5％（5,455万円）

予備費
1,000万円
0.2％（±0万円）

災害復旧費
0万円
0.0％（▲29万円）

総務費
11億4,686万円
18.1％（13,560万円）

教育費
13億2,306万円
20.9％（1億844万円）

【一般会計】
　福祉や教育・土木といった一般的な事業に
使われ、町の事業の基本となる会計
【自主財源】
　町税や使用料など、町が自主的に収入で
きるお金
【依存財源】
　地方交付税など、国や県の意思によって
額が決められ割り当てられるお金
【町税】
　町民の皆さんが町に納める税金
【繰入金】
　各種基金の取崩しや他会計から繰り入れ
るお金
【地方交付税】
　自治体の財政力に応じ、国から交付され
るお金
【国庫・県支出金】
　特定の目的のために国や県から交付され
るお金
【町債】
　国や銀行などからの借入金

【臨時財政対策債】
　地方財政収支の不足額を補てんするため、
自治体が特例で発行し、その返済額につい
ては全額地方財政措置される特別な町債
【民生費】
　高齢者・障がい者・児童などの福祉や保育
所などに使うお金
【教育費】
　幼稚園、小学校、中学校などの教育・文化・
スポーツ振興などに使うお金
【総務費】
　町政全般の管理経費などに使うお金
【土木費】
　道路や公園の整備・維持管理などに使うお
金
【公債費】
　借入金（町債）の返済に使うお金
【衛生費】
　各種検診や予防接種、ごみ処理などに使
うお金
【消防費】
　消防・水防・災害対策（原発事故対策を含
む）に使うお金

【農林水産業費】
　農林水産業の振興や農道・林道などの整備
に使うお金
【商工費】
　商工業や観光振興などに使うお金
【議会費】
　議会運営に使うお金
【災害復旧費】
　災害によって生じた被害の復旧に使うお
金
【扶助費】
　児童や高齢者、生活困窮者を援助するために
使うお金
【普通建設事業費】
　道路、学校、公園などの公共施設の新設・
増設などに使うお金
【物件費】
　委託料、旅費などに使うお金
【繰出金】
　他会計や各種基金へ繰出すために使うお
金
【補助費等】
　様々な団体への補助金、負担金などに使
うお金

39.5％

50.3％

10.2％

用語の説明
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【町民１人あたりの歳出予算額】

各会計の予算額
会　　計　　名 令和６年度 令和５年度 増減額 対前年伸率

一　般　　会　　計 63億2,940万円 60億9,260万円 2億3,680万円 3.9％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 12億9,165万円 13億3,711万円 ▲4,546万円 ▲3.4％

後 期 高 齢 者 医 療 2億842万円 1億8,963万円 1,879万円 9.9％

介 　 護 　 保 　 険 17億1,037万円 17億1,426万円 ▲389万円 ▲0.2％

半　田　財　産　区 57万円 42万円 15万円 35.7％

公
営
企
業
会
計

水道事業会計

収益的収入 3億6,713万円 3億6,555万円 158万円 0.4％

収益的支出 3億5,674万円 3億5,636万円 38万円 0.1％

資本的収入 2,700万円 － 皆増 皆増

資本的支出 1億2,486万円 9,477万円 3,009万円 31.8％

下水道事業会計

収益的収入 2億5,464万円 － 皆増 皆増

収益的支出 2億5,170万円 － 皆増 皆増

資本的収入 1億4,077万円 － 皆増 皆増

資本的支出 1億8,669万円 － 皆増 皆増

（　　）は対前年度増減額

総　務　費 民　生　費 教　育　費 衛　生　費

町政全般の管理経費など
に使うお金

高齢者・障がい者・児童
などの福祉や保育所など
に使うお金

幼稚園、小学校、中学校
などの教育・文化・スポー
ツ振興などに使うお金

各種検診や予防接種、ご
み処理などに使うお金

10万3,788円
（1万3,730円）

12万8,839円
（6,912円）

11万9,734円
（1万1,566円）

5万3,535円
（▲2,454円）

公　債　費 土　木　費 消　防　費 農林水産業費

借入金（町債）の返済に
使うお金

道路や公園の整備・維持
管理などに使うお金

消防・水防・災害対策（原
発事故対策を含む）に使
うお金

農林水産業の振興や農
道・林道などの整備に使
うお金

3万9,976円
（▲4,069円）

5万129円
（431円）

2万9,309円
（1,428円）

3万3,349円
（1,910円）

商　工　費 議　会　費 予　備　費 災害復旧費

商工業や観光振興などに
使うお金

議会運営に使うお金 使いみちを限定せず予算
計上し、軽微な補正に対
処するためのお金

災害によって生じた被害
の復旧に使うお金

5,812円
（358円）

7,420円
（419円）

905円
（14円）

0円
（▲26円）

歳出総額　57万2,796円（3万219円）
※令和６年１月１日現在の住民基本台帳人口11,050人を基に算出しています。

3



各種基金（貯金）の現在高 　各会計の基金現在高については次の表のとおりです。

各会計の借入金残高の推移
　一般会計の借入金（町債）、水道事業会計及び下水道事業会計の借入金（企業債）の残高の推移はグラフのと
おりです。なお、町債については、その元利償還金の一定割合が「地方交付税」に算入・交付されるものを活
用し、後年度における財政負担の軽減を図っています。

※借入金残高及び基金残高について、令和５年度末及び令和６年度末として掲載している金額は３月末
日現在の見込みであり、確定した金額ではありません。

0

10

20

30

40

50

60

R2 R3 R4 R5 R6 （年度）

40億9,142万円

12億406万円

6億9,209万円

（億円）

一般会計
下水道事業会計
水道事業会計

会計区分 基金名 令和４年度
年度末残高

令和５年度
年度末残高見込

令和６年度
年度末残高見込

一般会計

財政調整基金 14億2,057万円 15億1,257万円 13億6,815万円

減債基金 1億3,375万円 1億3,375万円 1億3,376万円

その他特定目的基金 9億6,863万円 12億989万円 11億8,621万円

土地開発基金 1億2,021万円 1億2,021万円 1億2,021万円

その他定額運用基金 8,000万円 8,000万円 8,000万円

合計 27億2,316万円 30億5,642万円 28億8,833万円

国民健康保険特別会計 国民健康保険基金 8,409万円 8,910万円 8,910万円

介護保険特別会計 介護給付費準備基金 1億1,915万円 1億8,005万円 1億7,718万円

半田財産区特別会計 半田財産区財政調整基金 1,836万円 2,050万円 2,008万円
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方
針1 「桑折町ならでは」の魅力と特色を生かした

活力と賑わいに満ちたまちを創ります。

活力と賑わいに満ちたまちづくり

「21世紀の追分」推進プロジェクト
　民間開発事業者との連携や企業誘致による土地利用
の推進を図るとともに、基幹産業である農業の振興に
努め、産業が盛んな「持続可能で元気なまちづくり」
に取り組みます。

伊達桑折IC周辺土地利用推進【4,706万円】
　◦地域未来投資促進法に基づく土地開発に向けた関

係機関等と連携
　◦町道101号道路拡幅工事設計・積算業務

献上桃の郷産地維持及び農家所得向上
� 【8,235万円】
　◦町産桃直売力強化促進事業補助金
　◦モモせん孔細菌病防除対策事業補助金
　◦環境にやさしいモモつくり推進事業
　◦桑折町地域おこし協力隊事業

重
点

農業の振興�

新規就農者及び後継者育成・支援事業
� 【1,210万円】
　◦新規就農者への給付金支給
　◦就農準備等に係る費用等支援（奨励金）

果樹改植事業【3,000万円】
　◦果樹改植事業に係る費用支援

有害鳥獣対策事業【1,667万円】
　◦やぶ刈払い・放任果樹伐採
　◦侵入防止策維持管理（交付金交付・業務委託）
　◦カラス専用捕獲檻等購入

多面的機能支払交付金事業【1,461万円】
　◦農用地の景観等維持保全活動を行う団体への交付金

１ 産業振興課

物流拠点形成を目指す伊達桑折 IC 周辺

指定30周年を迎えた「献上桃」選果式

高品質桃の栽培維持に向けた新規就農者確保

「田んぼダム」の取り組み
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商工業の振興�

桑折町商工会振興事業【650万円】
　◦商工会運営支援
　◦魅力彩発見　集客・販路開拓事業支援

商店街活性化推進事業【2,018万円】
　◦商店会活性化や地域の賑わい創出
　◦プレミアム商品券（第５弾）発行事業

（令和５年度繰越事業）
　◦空き店舗出店支援

事業者経営支援【3,125万円】
　◦利子補給及び保証料補助
　◦中小企業経営合理化資金保証融資

２

土地利用の推進	

町都市計画マスタープラン見直し業務
� 【709万円】
　◦社会情勢の変化に対応した都市的土地利用

を展開するための計画見直し

都市計画図更新事業【292万円】
　◦桑折町都市計画図の更新（県との連携事業）

３

産業振興課

建設水道課

50％のプレミアム付き商品券発行事業

商工会青年部企画の「ポークフェス in 桑折」

現行の都市計画マスタープラン
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方
針２ みんなが安全・安心に暮らせるまちを共に創ります。

危機管理に備えた安全安心のまちづくり

「安全・安心のまち」推進プロジェクト

　あらゆる災害に迅速かつ的確に対応し、町民の生命
や財産を最優先に守り、安らぎのある生活環境づくり
に取り組みます。

防災力強化事業【269万円】
　◦避難所用備蓄品購入
　◦地域防災訓練、防災研修
　◦防火衣等装備品更新

防災関連機器整備事業【950万円】
　◦県情報通信設備及びＪアラートアンテナの更新

防災協定締結事業【0万円】
　◦自治体や企業・団体との防災協定締結

重
点

消防・防災の強化

伊達地方消防組合分担金【24,692万円】
　◦伊達市・伊達郡を管轄する消防組合への分担金

消防団運営費【4,020万円】
　◦地域の安全を守る消防団の運営

消防施設維持管理費【622万円】
　◦消防車両・防火貯水槽等施設・
　　設備の維持管理

１ 生活環境課

ミサイルの飛来を想定した避難訓練（令和５年度）

災害時の要配慮者の安全を確保

油圧式切断機を使用した救助訓練

救命ボート操舵訓練ポンプ操法の訓練成果を披露
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生活安全対策の推進

防犯灯整備・維持管理事業【662万円】
　◦防犯灯の修繕及び新設等維持管理

防犯対策推進事業【21万円】
　◦防犯協会連合会との連携パトロール、街頭キャンペーンなど

交通安全対策事業【364万円】
　◦交通安全啓発、カーブミラー等交通安全施設整備など

交通安全対策の推進【50万円】
　◦小・中学生の自転車用ヘルメット購入への助成
　　（一人1,200円）

２ 生活環境課

災害見舞金の支給
　◦災害により住家に大きな被害のあった世帯に対する
　　見舞金
　　【助成対象】
　　罹災証明書で半壊以上の判定を受けた世帯

被災者生活再建支援制度
　◦自然災害により住宅に著しい被害を受けた世帯に対する支援金
　　【助成対象】　罹災証明書で半壊以上の判定を受けた世帯

災害救護資金貸付事業
　◦住宅などに被害のあった世帯に対する災害援護支援金の貸し付け
　　【助成対象】　住居または家財などに被害のあった世帯

《参考》被災者に対する各種支援制度 健康福祉課

果樹盗難防止パトロール出動式

2019年台風19号による甚大な被害（北沢地区）

交通事故死亡者ゼロ10年達成

交通安全運動出動式
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方
針3 町の誇り・宝である恵まれた自然を守りながら、

みんなが便利で快適に暮らせる豊かなまちを創ります。

暮らしと自然が調和した豊かさを実感できるまちづくり

「環境に優しいまち」推進プロジェクト

　CO2排出量の削減や森林保全による吸収効果力の強化、再生可能エネルギー導入推進など、
様々な視点から環境保全活動に取り組みます。

再生可能エネルギー導入推進【408万円】
　◦太陽光発電、電気自動車需給電設備等設置補助

ごみ減量化推進事業【56万円】
　◦ごみ減量化・排出マナー向上
　　に向けた協議会設置
　◦ゴミ再資源化活動奨励金事業
　◦ごみの出し方教室など

重
点

都市緑化・景観づくりの推進

道路・交通ネットワークの整備

緑地公園維持管理事業【1,605万円】
　◦草刈り・樹木伐採等、町内の公園・
　　緑地の適正管理
　◦花いっぱい運動推進

町道新設改良事業【4,850万円】
　◦町道幅員確保等改良工事
　　（下郡上代線・銀山東線等）

町道・水路等維持管理事業【16,560万円】
　◦維持管理工事（瀬戸場線、内ノ馬場線等）
　◦橋梁点検・修繕、除雪作業など

１

２

建設水道課

建設水道課

小学生による SDGs 推進環境保全作品コン
クール優秀作品

古着類の特別回収

花植えボランティア活動

道路改良工事（銀山東線）
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居住環境の充実

安全・安心な住環境づくり事業【1,457万円】
　◦空家等の適正管理推進、除却工事補助
　◦桑折まちづくりネットとの連携（空家バンク活用・市場流通）
　◦耐震診断・耐震改修工事及びブロック塀改修費助成
　◦町営住宅維持管理

給水設備整備事業等【600万円】
　◦簡易水道組合の施設等調査及び給水設備整備事業への補助

３

環境共生の推進

森林環境の保全	

かわまちづくり事業【400万円】
　◦「ピーチリバーク157」を会場としたアウトド

ア体験イベント

環境保全推進事業【758万円】
　◦産ヶ沢川での河川への愛着醸成事業
　◦合併処理浄化槽設置整備補助

森林環境保全事業【3,111万円】
　◦森林整備、路網・丸太柵整備、病害虫防除
　◦林道維持管理

森林環境交付金事業【341万円】
　◦幼稚園小中学校の森林環境学習支援
　◦「認定こども園」における県産木材活用

４

５

一部事務組合等負担金【8,878万円】
　◦前年搬入量に基づく伊達地方衛生処理組合負担金

一般廃棄物収集運搬業務委託【3,278万円】
　◦家庭ごみ収集運搬業務委託

建設水道課

生活環境課・建設水道課

産業振興課

環境衛生の充実６ 生活環境課

桑折まちづくりネット主催のセミナー

BBQ イベント（ピーチリバーク157）

間伐等による森林の適正管理

ごみ焼却施設等の運営等に関する協定の締結
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方
針4 みんなが生きがいをもち、心身ともに健康で活き生きと

暮らせるまちを創ります。

健康長寿で元気なまちづくり

「健康で活き生きと暮らせるまち」推進プロジェクト

　「ヘルスアップタウンこおり」宣言に基づき、町民一人ひとりが、様々な分野において健康を
意識した生活を送ることで、生涯にわたって心身ともに健康で元気に過ごせる「健康長寿のまち
づくり」に取り組みます。

こおり健康楽会事業【664万円】
　◦こおりヘルスアップ DAY 開催
　◦ウォーキングチャレンジ事業、
　　町内企業との連携事業等

親子スポーツ・健康事業【160万円】
　◦民間企業と連携した運動能力向上、
　　健康意識高揚事業

重
点

地域福祉と障がい者福祉の推進

健康づくりと医療の推進

社会福祉関係団体との連携事業【2,338万円】
　◦社会福祉協議会、シルバー人材センター等に対する助成
　◦ボランティアセンター活動事業委託など

障がい者福祉事業【32,417万円】
　◦障がい者支援コーディネーター配置など
　◦障がい者自立支援給付費や障がい児給付費、補装具など

生活習慣病重症化予防事業【181万円】
　◦未治療者・治療中断者に対する受診勧奨及び保健指導

各種保健事業【6,223万円】
　◦特定健診、人間ドック、各種がん検診、
　　歯科口腔等受診促進
　◦医療受診等促進

２

１

健康福祉課

健康福祉課・税務住民課

こおりヘルスアップ DAY 2023

大腸がん検診等の受診促進

出張脳トレ・認知機能チェックの様子
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高齢者福祉の推進

生涯スポーツの推進

生涯学習の推進

おでかけパス利用助成事業【1,236万円】
　◦70歳以上高齢者等へのタクシー利用料助成

高齢者運転免許証自主返納支援事業【60万円】
　◦運転免許証自主返納者（75歳以上）への
　　タクシー利用券交付

敬老の日記念事業（フラワーヘルス事業）【308万円】
　◦75歳以上高齢者へのフラワーギフト券贈呈

生涯スポーツ推進事業費【1,884万円】
　◦各種スポーツ団体活動支援
　◦運動教室・水泳教室の開催
　◦中学校部活動指導員・外部指導者配置

社会体育施設維持管理・運営費【6,680万円】
　◦イコーゼ・町民体育館等維持管理経費など

各種生涯学習事業の推進【1,903万円】
　◦公民館講座、青少年健全育成、成人式等

社会教育施設維持管理【3,211万円】
　◦よもーよ・桑折公民館 Wi-Fi 設置事業
　◦消防設備更新（桑折・半田公民館）

３

５

４

健康福祉課

教育文化課

教育文化課

おでかけパス利用証

水災被害の VR 動画体験（成人講座）

運動教室の様子
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　人間としての基本を身に付け、目標に向かって高い志を持ち、強みを発揮し、たくましく未来
を切り拓いていく「桑折っ子」の育成に取り組みます。

「桑折版ネウボラ」事業推進【2,317万円】
　◦母子保健・児童福祉の一体的な相談体制構築
　◦スマホアプリによる子育て情報発信及び
　　オンライン相談

学校教育推進事業【10,537万円】
　◦ GIGA スクール構想の推進
　◦給食費無償化事業
　◦中学生異文化体験事業（英語体験活動）
　◦制服支給事業
　　（幼稚園児及び小中学校児童・生徒）

方
針5 みんなで子育て・教育に携わり、「子育てするなら桑折町」

「桑折ならではの質の高い教育」を実現します。

子どもを大切にするまちづくり

「桑折っ子」育成推進プロジェクト重
点

子育て支援の充実

妊婦一般健康診査・新生児聴覚検査【874万円】
　◦妊婦健診、産後２週間・１ヵ月健診、新生児聴覚検査など

不妊治療費助成事業【80万円】
　◦特定不妊治療、男性不妊治療に対する治療費助成

子ども医療費助成事業【4,303万円】
　◦０～18歳の子供の医療費助成

１ 健康福祉課

新入学児童に制服贈呈

すくすくゼミ（産前の両親学級） 乳幼児健康診査での栄養指導
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乳幼児保育と教育の充実

保育所運営事業【13,673万円】
　◦保育士、看護師、栄養士等配置による
　　保育所運営の充実

幼稚園預かり保育運営事業【3,102万円】
　◦支援員配置による預かり保育の充実

認定こども園設置支援事業【34,861万円】
　◦幼保連携型認定こども園への
　　保育所機能の円滑な移行

学童保育事業支援【725万円】
　◦民間学童クラブに対する運営支援

２ 教育文化課

学校教育の推進

学力向上対策事業【2,591万円】
　◦生活習慣の確立、学力・体力向上、心の教育推進

平和学習派遣事業【65万円】
　◦広島平和記念公園への児童（小学６年生代表）派遣

「誰一人取り残さない」教育推進【4,513万円】
　◦支援を要する児童への就学援助及び就学奨励
　◦特別支援員配置による児童生徒の学校生活支援
　◦不登校児童生徒に対する学習活動及び学校復帰支援
　◦今後の小・中学校のよりよいあり方等の総合的検討

給食センター事業【2,813万円】
　◦桑折町産食材を使った献立提供（年２回）
　◦センター設備機器等更新

３ 教育文化課

醸芳幼稚園入園式（令和５年度）

醸芳幼稚園年長組の発表会

広島市平和記念式典に参列（平和学習派遣事業）

町産食材を活用した「こおりっ子給食」
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　ここにしかない地域資源を守り、育みながら、その魅力を町内外へ積極的に発信するとともに、
移住・定住の促進や交流人口・関係人口の創出を図り、「住み続けたい　住みたいまち」の実現
に取り組みます。

移住・定住促進事業【1,690万円】
　 ◦ 町 内 に お け る 住 宅 取 得 及 び 住 宅 リ

フォームへの補助
　◦町内の民間賃貸住宅に同居する新婚世

帯への家賃補助
　◦東京23区から町へ移住し、起業や特

定企業へ就業等をする場合への支援金

シティプロモーション戦略推進【1,833万円】
　◦仙台圏域 PR 事業、
　　年賀はがき広告媒体 PR、
　　町ロゴマークグッズ販売・配布など
　◦テレビ番組の活用等による町 PR

歴史と文化を活かした魅力体感発信事業
� 【1,000万円】
　◦半田銀山をテーマとしたシンポジウム・現地ス

タディツアー等の開催

方
針6 みんなが互いに協力し、町の魅力や元気を発信しながら、

交流の輪が広がるまちを共に創ります。

交流で絆を育むまちづくり

「心地いいまち」推進プロジェクト重
点

仙台圏を中心に町の魅力を PR（楽天モバイルパーク）

若者世代の暮らしを応援する補助金制度
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観光交流の振興

観光地周遊デジタルスタンプラリー事業【65万円】
　◦町内周遊を促進する LINE を活用したスタンプラリー

観光交流情報発信事業【136万円】
　◦マスメディア（新聞、情報誌、web サイトなど）を活用した情報発信

地域おこし協力隊（情報発信）活用事業【1,040万円】
　◦協力隊員２名による地域活性化に資する情報発信

１ 総合政策課

歴史まちづくりの推進

桑折宿絵図復元・デジタル化事業【275万円】
　◦町所蔵桑折宿絵図の復元・デジタル化

旧種徳美術館解体事業【3,793万円】
　◦建物解体工事（収蔵品の一時移転含む）

旧伊達郡役所周辺案内板等改修事業【630万円】
　◦既設案内板（郡役所、駅前等）改修
　◦「歴史の小径」看板改修

２ 教育文化課

LINE を使ったデジタルスタンプラリーの実施観光雑誌等に町 PR 記事を掲載

「桑折西山城を守る会」主催の講演会

旧伊達郡役所と旧種徳美術館
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総務課・税務住民課・総合政策課

方策 ６つの方針に基づく各種施策の実行に向けた方策と、
実効性確保のための取り組みを推進します。

計画の推進に向けて

桑折町ロゴマーク

健全で持続可能な財政運営

行政機能の充実強化

ふるさと納税返礼品発送等業務
　　　　　　　　【9,812万円】
　◦返礼品 PR 及び発送業務の
　　民間事業者への一括委託
　◦魅力ある返礼品の適宜拡充

証明書等コンビニ交付サービス【245万円】
　◦住民票および印鑑登録証明書等のコンビニ交付

サービス提供

デジタルデバイド対策事業【41万円】
　◦スマートフォン活用法の講習会

１

２

総務課

　町は、平成28年度の「献上桃の郷」商標登録を機に、町の宝である自然、歴史、文化などを「桑
折ブランド」として確立するため、上記ロゴマークを制作しました。
　このマークは、町民の温かさや桃、半田山などをイメージした色や、人と人、過去・未来との
つながりをイメージし、雪の結晶の形でもある六角形でデザインされています。
　六角形は、バランス・調和の象徴で、亀甲模様など、古来より長寿吉兆の象徴として縁起の良
い形とされており、町は、「町民みんなの調和・安定や幸せ」への願いを込め、ロゴマークを活用
した町 PR 活動を展開しています。

ふるさと納税特別返礼品「雅」

スマートフォン講習会の様子
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令和6年度　町の予算書および主要事業等について

総務課・総合政策課

総合政策課

誰もが参加できるまちづくりの推進

広報広聴機会の充実

行政連絡員事業【813万円】
　◦住民自治協議会との連携強化
　◦地域と行政をつなぐ行政連絡員への謝礼など

町制施行70周年記念事業【470万円】
　◦節目を祝す記念式典開催・記念誌発行

SDGs推進町民会議事業費補助金【100万円】
　◦普及啓発活動に取り組む「町 SDGs 推進町民会議」への活動支援

広報紙等による情報発信業務【866万円】
　◦広報紙及びホームページによる行政情報等発信
　◦ LINE による町の魅力等情報発信強化
　◦町制施行70周年記念誌作成

３

４

◦総合計画の６つの方針等に基づき取
り組む令和６年度主要事業の詳細に
ついては、こちらからご覧ください 。

　また、申請が必要な
補助金・助成制度を
一覧にまとめ掲載し
ておりますので、こ
ちらもご覧ください 。

◦町の将来像「みんなが幸せを実感で
きる 元気なまち こお
り」の実現を目指し
編成した令和６年度
予算については、ＨＰ
に掲載しております。

地域防災力向上を図る行政連絡員連合会研修会

町公式 LINE による情報発信力強化

桑折町ホームページ

18



一、　　歴史と伝統を尊び、かおり高い　文化の町をつくりましょう

一、　　恵まれた自然を愛し、環境を整え　緑の町をつくりましょう

一、　　心身をきたえ、健康で　明るい町をつくりましょう

一、　　勤労にはげみ、活力ある　豊かな町をつくりましょう

一、　　きまりを守り、助け合う心を育て　住みよい町をつくりましょう 

昭和 60 年 9月制定

桑折町町民憲章

町の花・木・鳥

町の花＜モモ＞
桑折の春を花霞で美しく彩
ります。実はくだものの町
を代表する逸品。

町の鳥＜カッコウ＞
美しさの中にどこか愛嬌の
ある鳴き声は、夏の訪れを
告げる風物詩です。 

町の木＜アカマツ・カヤ＞
桑折の大地が育んだ緑。
どっしりと根を下ろし、
町の四季を見守っています。 

発行　福島県桑折町
〒９６９-１６９２
福島県伊達郡桑折町大字谷地字道下２２番地７

ＴＥＬ　０２４－５８２－２１１１（代表）　　
ＦＡＸ　０２４－５８２－２４７９　　
ＵＲＬ　https：//www.town.koori.fukushima.jp
E-mail 　seisaku@town.koori.fukushima.jp

編集　桑折町役場　総合政策課政策推進係、総務課財政係

　桑折町は、阿武隈川の清い流れと、緑につつまれた半田山のふもとにひらけた古い歴史を
もつ由緒ある町です。わたくしたちは、この町の伝統ある歴史と文化、恵まれた自然環境を
守り、さらに活力ある町に育て後世に引き継ぐために、町民みんなの誓いとしてここに町民
憲章を定めます。


